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ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療データと AI の活用により日本の医療のさら
なる進歩に貢献するジョイントベンチャー「SB TEMPUS」を設立.pdf 
PDF 
要約してください、 
ChatGPT 
こちらのファイルの詳細な内容についてどのようにお手伝いしましょうか？具体的に要約
されたい内容があれば教えてください。 
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TEMPUS との協業を中心に 
ChatGPT 
メモリを更新しました 
以下に、ソフトバンクグループと Tempusの協業に関する内容を要約します。 
合弁会社「SB TEMPUS」の設立 
目的とビジョン 
ソフトバンクグループ（SBG）と Tempusは、医療データと AI 技術を活用して日本の医療
を進歩させるために、ジョイントベンチャー「SB TEMPUS」を設立しました。この合弁会
社の目的は、個別化医療の実現を目指し、患者に最適な治療法を提供することです。 
Tempus の役割 
Tempusは、米国シカゴに本社を置き、2015 年に設立されました。主に医療データの収集・
解析と AI を活用した治療選択肢のレコメンドを行っています。Tempus の強みは、膨大な
量の医療データを保有し、AI 技術を用いて個別化された治療法を提供する点にあります。 
提供されるサービス 

1. 遺伝子検査: 
o 患者の遺伝子データを収集し、解析することで、がんなどの遺伝子変異を特

定します。 
o 個別の遺伝子変異に基づく治療法を提供。 

2. データ収集・解析: 
o 電子カルテ、画像データ、病理データなどの医療データを収集し、AI で解析

します。 
o 2,000 以上の病院からリアルタイムにデータを連携。 

3. AI による治療選択肢のレコメンド: 
o AI が最適な治療法を提示し、標準外治療の提案や臨床試験への参加を促進。 

日本市場への展開 
SB TEMPUSは、日本市場での遺伝子検査事業、医療データ収集・解析を通じたリアルワー
ルドデータビジネスの構築を目指しています。Tempus が長年蓄積したテクノロジーとデー
タを日本で初めてライセンス提供することで、革新的な医療ソリューションの提供を図り
ます。 



今後の展望 
SB TEMPUSは、2024 年 8 月 1日に稼働開始を予定しており、資本金は 300 億円、出資比
率は 50%ずつとなっています。日本における遺伝子検査の実施率向上や、医療データのリ
アルタイム連携を通じて、日本の医療を次世代へと進化させることを目指しています。 
この協業により、ソフトバンクグループと Tempus は、個別化医療の推進を通じて日本の
医療の質を向上させることを目指しています(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医
療…)。 
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なぜ、ソフトバンクは TEMPUSを選び協業することにしたのか？ 
ChatGPT 
ソフトバンクが Tempusを選び協業することにした理由について、以下にまとめます。 
Tempus の強みと実績 

1. 膨大な医療データの保有: Tempusは、米国市場で圧倒的なシェアを持ち、全米 65%
以上の大学病院および全米 50%以上のがん専門医と連携しています。これにより、
豊富な医療データセットを保有しており、がん患者のレコード数は約 770 万件にの
ぼります(ソフトバンクグループ、Tempusとともに医療…)。 

2. 高度な AI 技術: Tempusは、AI を活用した診断プラットフォームや治療選択肢レコ
メンドシステムを開発しています。これにより、治療オプションの提示や臨床試験
マッチングを効率的に行うことが可能です(ソフトバンクグループ、Tempusととも
に医療…)。 

3. 先進的な遺伝子解析技術: Tempusの遺伝子解析技術は、次世代シーケンシングを用
いて高精度なゲノムデータを提供します。これにより、個々の患者に最適な治療法
を提案することができます(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療…)。 

ソフトバンクの戦略 
1. 日本の医療の進歩への貢献: ソフトバンクは、医療データと AI 技術を活用すること

で、日本の医療を進歩させたいと考えています。Tempus との協業により、個別化
医療の実現を目指し、患者に最適な治療法を提供することを目指しています(ソフト
バンクグループ、Tempus とともに医療…)。 

2. データ活用の推進: ソフトバンクは、Tempus が保有する膨大な医療データを活用
し、日本国内の医療機関とのデータ連携を強化することを計画しています。これに
より、リアルタイムで医療情報を連携し、効率的なデータ解析を行うことが可能に
なります(ソフトバンクグループ、Tempusとともに医療…)。 

3. 市場の先駆者との提携: Tempus は米国市場で成功を収めており、その技術力とデー
タ資産は他に類を見ないものです。この実績を背景に、Tempus との協業はソフト
バンクにとって大きなメリットがあります(ソフトバンクグループ、Tempusととも
に医療…)。 

まとめ 
ソフトバンクが Tempusを選び協業する理由は、Tempus が持つ膨大な医療データ、先進的
な AI 技術、そして高度な遺伝子解析技術にあります。これにより、ソフトバンクは日本の
医療の質を向上させるとともに、個別化医療の推進を図ることができるのです(ソフトバン



クグループ、Tempusとともに医療…)。 
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TEMPUS の米国での事業状況について 
ChatGPT 
Tempusの米国での事業状況についての詳細を以下にまとめます。 
データの強みと連携 

1. 豊富なデータセット: 
o Tempus は、全米 65%以上の大学病院および全米 50%以上のがん専門医と

連携し、約 770 万件のがん患者レコードを保有しています。 
o さらに、100 万件以上の画像データ、97 万件の病理データ、22 万件の

DNA/RNA データを保有しています(ソフトバンクグループ、Tempus とと
もに医療…)。 

2. 医療データの解析と活用: 
o Tempus は、膨大な量の医療データを AI を用いて解析し、個別化された治

療法の提供を行っています。電子カルテ、遺伝子データ、画像データ、病理
データなどを収集・解析し、患者に最適な治療オプションを提示します(ソ
フトバンクグループ、Tempus とともに医療…)。 

o データ収集には、約 2,000の病院からのリアルタイム連携が含まれています
(ソフトバンクグループ、Tempusとともに医療…)。 

遺伝子検査と治療レコメンド 
1. 遺伝子検査サービス: 

o Tempusは、遺伝子検査を通じてがんなどの遺伝子変異を特定し、個別の患
者に最適な治療法を提供します。 

o 具体的には、Tempus xT（DNA パネルアッセイ）、Tempus xR（全トランス
クリプトーム RNA アッセイ）、Tempus xF/xF+（リキットバイオプシーア
ッセイ）などの検査を提供しています(ソフトバンクグループ、Tempus と
ともに医療…)。 

2. AI による治療選択肢のレコメンド: 
o Tempus の AI システムは、電子カルテや画像データ、遺伝子データを解析

し、最適な治療オプションや臨床試験のレコメンドを行います。 
o 新たな治療法の提案や臨床試験の参加促進も行っており、患者ごとに最適化

された治療プランを提供します(ソフトバンクグループ、Tempus とともに
医療…)。 

市場シェアと影響力 
1. 市場シェア: 

o Tempusは米国市場において圧倒的なシェアを持ち、そのデータと解析能力
は他社を凌駕しています。競合他社と比較しても、取得可能なデータ種類や
データ量において圧倒的な優位性を持っています(ソフトバンクグループ、
Tempusとともに医療…)。 

2. 臨床試験のマッチング: 



o Tempus のアルゴリズムは、医療機関から収集したデータを AI で分析し、
治験候補者を効率的に特定します。これにより、臨床試験の募集から患者の
同意取得までの期間を大幅に短縮することが可能です(ソフトバンクグルー
プ、Tempusとともに医療…)。 

まとめ 
Tempus は、膨大な医療データの保有と高度な AI 技術を駆使して、米国市場で大きな影響
力を持つ企業です。豊富なデータセットと解析能力により、個別化医療の提供や治療選択肢
のレコメンド、臨床試験のマッチングなど、医療の質を向上させる取り組みを行っています
(ソフトバンクグループ、Tempusとともに医療…)。 
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TEMPUS と同様の取り組みを行っている会社がありますか？ 
ChatGPT 
以下は、Tempusと同様の取り組みを行っている主要な競合企業についての情報です。 
1. Flatiron Health 

• 概要: Flatiron Health は、がん治療に特化した電子カルテ（EHR）システムを提供
し、リアルワールドデータ（RWD）を活用してがん治療の研究を支援しています。 

• 強み: 大規模ながん患者データベースを保有し、研究者や医療機関と連携してデー
タ解析を行っています。 

2. Foundation Medicine 
• 概要: Foundation Medicine は、がん遺伝子パネル検査を提供し、がん治療の個別化

を推進しています。 
• 強み: 広範ながん遺伝子パネルを使用し、がん患者に最適な治療オプションを提供

します。 
3. Guardant Health 

• 概要: Guardant Healthは、リキッドバイオプシー技術を使用して血液中のがんDNA
を検出し、がんの早期発見や治療モニタリングを行っています。 

• 強み: 非侵襲的な検査方法により、患者の負担を軽減しつつ高精度な診断を提供し
ます。 

4. Caris Life Sciences 
• 概要: Caris Life Sciencesは、分子プロファイリングと遺伝子解析を通じてがん治療

の個別化を推進しています。 
• 強み: 幅広い遺伝子パネルと高度な解析技術を用いて、がん患者の治療オプション

を最適化します。 
5. Syapse 

• 概要: Syapse は、リアルワールドデータを活用してがん治療の最適化と医療提供者
の意思決定を支援するプラットフォームを提供しています。 

• 強み: 医療機関や研究機関と連携し、臨床データを統合・解析することで、がん治療
の精度を向上させます。 

まとめ 
これらの企業は、Tempusと同様に医療データの収集・解析、遺伝子検査、AI を活用した治



療レコメンドなどの分野で活動しています。いずれも豊富なデータと高度な技術を持ち、個
別化医療の推進に貢献しています(ソフトバンクグループ、Tempusとともに医療…)。 
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上記の 5つの企業と TEMPUSとの違いは何ですか？ 
ChatGPT 
Tempusと他の 5 つの企業（Flatiron Health、Foundation Medicine、Guardant Health、Caris 
Life Sciences、Syapse）との違いについて以下にまとめます。 
Tempus 
強み: 

1. 幅広いデータセット: がん患者の遺伝子データ、電子カルテ、画像データ、病理デー
タを包括的に収集・解析し、約 770 万件のがん患者レコードを保有。 

2. 高度な AI 技術: AI を活用した治療選択肢のレコメンドや臨床試験のマッチングに
強み。 

3. リアルタイム連携: 約 2,000の病院とリアルタイムでデータを連携。 
1. Flatiron Health 
強み: 

1. EHR システム: がん治療に特化した電子カルテ（EHR）システムを提供。 
2. リアルワールドデータ（RWD）: 大規模ながん患者データベースを持ち、研究者や

医療機関と連携してデータ解析を行う。 
違い: 

• 主に電子カルテシステムを通じたデータ収集と解析に注力しており、遺伝子解析や
リキッドバイオプシーは行っていない。 

2. Foundation Medicine 
強み: 

1. 遺伝子パネル検査: がん遺伝子パネル検査を提供し、がん治療の個別化を推進。 
2. 広範なパネル: 広範な遺伝子パネルを使用して、最適な治療オプションを提供。 

違い: 
• 遺伝子検査に特化しており、Tempus のように多種多様なデータ（電子カルテ、画

像、病理データなど）の統合解析は行っていない。 
3. Guardant Health 
強み: 

1. リキッドバイオプシー: 血液中のがん DNAを検出する非侵襲的な検査方法。 
2. 早期発見と治療モニタリング: がんの早期発見や治療効果のモニタリングに強み。 

違い: 
• 主にリキッドバイオプシーに特化しており、電子カルテや病理データの解析は行っ

ていない。 
4. Caris Life Sciences 
強み: 

1. 分子プロファイリング: 分子プロファイリングと遺伝子解析によりがん治療の個別
化を推進。 



2. 幅広いパネル: 広範な遺伝子パネルと高度な解析技術を使用。 
違い: 

• 遺伝子解析に特化しており、Tempus のようなリアルタイムデータ連携や広範なデ
ータ統合解析は行っていない。 

5. Syapse 
強み: 

1. リアルワールドデータ活用: がん治療の最適化と医療提供者の意思決定を支援する
プラットフォーム。 

2. データ統合: 医療機関や研究機関と連携し、臨床データを統合・解析。 
違い: 

• 主にプラットフォームの提供に注力しており、遺伝子検査やリキッドバイオプシー
は行っていない。 

まとめ 
Tempus は、膨大なデータセットと高度な AI 技術を組み合わせ、がん治療の個別化と最適
化を推進する点で独自の強みを持っています。他の企業もそれぞれに強みを持っています
が、Tempusのような包括的なデータ収集・解析やリアルタイム連携の広がりを持っている
企業は少ないです。 
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がん治療で米国と日本の違いは何ですか？ 
ChatGPT 
以下に、米国と日本におけるがん治療の主な違いをまとめます。 
米国のがん治療 

1. 遺伝子検査の普及率: 
o 米国ではがん患者に対する遺伝子検査の実施率が高く、30%以上の患者が遺

伝子検査を受けています(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療…)
。 

o 遺伝子検査は、初期診断時や治療計画の立案時に積極的に行われ、個別化医
療の推進に寄与しています(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療
…)。 

2. 治療選択肢の多様性: 
o 米国では多様な治療オプションが提供されており、標準治療に加えて臨床試

験や新たな治療法へのアクセスが比較的容易です。 
o AI を活用した治療レコメンドシステムが普及し、患者に最適な治療オプシ

ョンを提供する取り組みが進んでいます(ソフトバンクグループ、Tempus
とともに医療…)。 

3. データの活用: 
o 米国では、膨大な医療データの収集・解析が行われており、リアルワールド

データ（RWD）を用いた研究が盛んです。 
o Tempusなどの企業が医療データを活用し、個別化治療の推進や臨床試験の

マッチングを行っています(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療



…)。 
日本のがん治療 

1. 遺伝子検査の普及率: 
o 日本では遺伝子検査の実施率が低く、0.7%程度にとどまっています(ソフト

バンクグループ、Tempus とともに医療…)。 
o 遺伝子検査は治療の最後の手段として行われることが多く、初期診断時には

あまり利用されていません(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療
…)。 

2. 治療選択肢の制限: 
o 日本では標準治療が中心であり、新たな治療法や臨床試験へのアクセスが限

定的です。 
o AI を活用した治療レコメンドシステムの導入は遅れており、治療選択肢の

多様性に乏しいです(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療…)。 
3. データの活用: 

o 日本では医療データの収集・解析が進んでおらず、リアルワールドデータ
（RWD）の活用が遅れています。 

o Tempusのような企業の技術導入を通じて、医療データの活用を進める取り
組みが始まったばかりです(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療
…)。 

まとめ 
米国では遺伝子検査の普及率が高く、多様な治療オプションと AI を活用した治療レコメン
ドが進んでいるのに対し、日本では遺伝子検査の普及率が低く、治療選択肢も限られていま
す。米国の先進的な医療データ活用に対して、日本ではまだその基盤が整っていない状況で
す。Tempusとの協業を通じて、日本のがん治療の質向上と個別化医療の推進が期待されて
います(ソフトバンクグループ、Tempus とともに医療…)。 
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日本では遺伝子検査の普及率が低く、治療選択肢も限られているのは、なぜですか？ 
ChatGPT 
日本で遺伝子検査の普及率が低く、治療選択肢が限られている理由について、以下の要因が
考えられます。 
1. 医療制度の違い 

• 保険制度: 
o 日本の国民皆保険制度では、治療費の大部分が保険でカバーされるため、新

しい医療技術や治療法の導入には厳しい審査が必要です。 
o 保険適用されるまでに時間がかかることが多く、新しい治療法や検査法の普

及が遅れる傾向にあります。 
2. 規制の厳しさ 

• 承認プロセス: 
o 日本では新しい医療技術や薬剤の承認プロセスが厳格であり、米国に比べて

時間がかかります。 



o 臨床試験や規制当局の審査に多くの時間とリソースが必要なため、新しい治
療法の導入が遅れることがあります。 

3. 医療現場の慣習 
• 治療の標準化: 

o 日本では、医療現場において標準治療を重視する傾向が強く、新しい治療法
や検査法の導入に対して慎重です。 

o 医師の保守的なアプローチや、実績のある治療法を優先する文化が影響して
います。 

4. 遺伝子検査に対する理解と教育 
• 医療従事者の教育: 

o 遺伝子検査や個別化医療に関する教育が十分ではなく、医療従事者の理解が
進んでいない場合があります。 

o 遺伝子検査の結果を治療に反映させるための知識やスキルが不足している
ことが、普及の妨げとなっています。 

5. 経済的要因 
• コスト: 

o 遺伝子検査は高額であり、患者自身が負担する費用が大きいことが普及の妨
げとなります。 

o 保険適用外の遺伝子検査は特に高額であり、広く利用されにくいです。 
6. インフラの未整備 

• データ収集と解析のインフラ: 
o 米国に比べて、日本では医療データの収集・解析のインフラが整っておらず、

データを効果的に活用するための仕組みが不足しています。 
o リアルワールドデータの活用が遅れており、データに基づいた個別化医療の

推進が進んでいません。 
まとめ 
これらの要因が相まって、日本では遺伝子検査の普及率が低く、治療選択肢も限られている
状況です。Tempusとの協業を通じて、これらの課題に対処し、個別化医療の推進とがん治
療の質向上を目指す取り組みが期待されています。 
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前編文字起こし.docx 
ドキュメント 
 
ステップバイステップで要約してください。 
ChatGPT 
ステップバイステップの要約 
0:11 - 1:44: はじめに 

• ソフトバンクの 30 周年記念のときに新 30 年ビジョンを作成。 
• Twitter で「人生で最も悲しいことは何か」と問いかけ、多くの回答が「死」「孤独」

「絶望」であった。 
• 2010 年時点での最大の死因は癌であり、13 年後も変わらず癌が最大の死因となっ

ている。 
• スピーカーの父親も昨年癌で亡くなり、ステージ 4 の肺がんであった。 

1:50 - 3:42: AI と医療の進展 
• AI の進化が医療に与える影響について。 
• 生成 AI（特にチャット GPT）は医師国家試験に合格するほどの能力を持つように

なった。 
4:11 - 6:01: テンパスとの提携 

• アメリカの医療データ会社テンパスと提携し、遺伝子検査や医療データ解析を日本
で展開する計画。 

• テンパスは既にアメリカの 2000 の病院にサービスを提供している。 
6:18 - 7:33: 癌の遺伝子治療 

• 癌は正常な細胞が突然変異を起こすことによって発生する。 
• 遺伝子解析を行うことで、癌の治療法を個別化し、最適な治療法を提示することが

可能になる。 
7:44 - 9:02: テンパスのサービス 

• テンパスは遺伝子検査だけでなく、電子カルテや画像データを解析し、治療の選択
肢を医師に提示するサービスを提供。 

• データの匿名化と統合データベースを利用してリアルタイムで解析を行う。 
10:04 - 11:11: テンパスのビジネスモデル 

• テンパスは製薬会社にデータを提供し、研究開発を効率化することで利益を上げて
いる。 

• データの収集と解析には約 3000 億円が投じられている。 
11:17 - 13:43: 日本での展開 

• 日本の 13 の主要病院と提携し、テンパスのサービスを日本で展開する計画。 
• 遺伝子検査をもっと早期に行うことの重要性を強調。 

14:06 - 17:16: AI の未来 



• AI の進化が医療に与える影響とその可能性について。 
• AI の計算能力が急速に向上していることを説明。 

18:05 - 52:17: ビデオとテパスの CEO のコメント 
• テンパスの CEO がビデオで登場し、会社のビジョンとサービスについて説明。 
• AI とデータを活用した医療の未来について話し、テンパスのプラットフォームの利

点を強調。 
この要約は、講演全体の主要なポイントを段階的に示しています。もしさらに詳細な情報が
必要であれば、特定のセクションについて追加の詳細を提供できます。 
4o 
 
 
8:05 - 52:17: ビデオとテンパスの CEO のコメントを詳しく 
ChatGPT 
メモリを更新しました 
詳細な要約: ビデオとテンパスの CEO のコメント (8:05 - 52:17) 
8:05 - 8:46: テンパスのサービス説明 

• テンパスは遺伝子検査や電子カルテ、画像データを複合して解析するサービスを提
供。 

• AI を活用して、患者ごとに最適な治療法を提示する。 
8:46 - 11:11: テンパスの技術とビジネスモデル 

• テンパスは、膨大な医療データを解析し、製薬会社に提供することで利益を上げる。 
• データの収集と解析には約 3000 億円が投じられた。 
• 製薬会社はデータを活用して研究開発を効率化し、コスト削減を図る。 

11:11 - 13:43: 日本での展開計画 
• テンパスは日本の 13 の主要病院と提携し、遺伝子検査とデータ解析サービスを展

開。 
• 日本でも遺伝子検査を早期に行うことの重要性を強調し、アメリカと同様の水準に

引き上げる計画。 
13:43 - 18:05: ビデオプレゼンテーション 

• テンパスの技術とサービスについてのビデオが流れる。 
• テンパスの CEO が登場し、会社のビジョンとサービスについて説明。 

18:05 - 19:00: CEO の挨拶と背景 
• テンパスの CEO が登場し、ビデオでの挨拶。 
• テンパス設立の背景には、CEO の妻が癌と診断された経験がある。 
• 医療データの分散化とその改善の必要性を感じ、テンパスを設立した。 

19:00 - 20:02: テンパスのプラットフォーム 
• テンパスは多くのデータを収集し、構造化して解析する技術を開発。 
• 臨床試験や治療法の選択に AI を活用する。 

20:02 - 23:32: 医療データの重要性 
• 巨大なマルチモーダルデータが必要であり、医療データ、画像データ、分子データ



を収集。 
• データ主導の意思決定をサポートし、製薬会社やライフサイエンス企業に役立てる。 

23:32 - 27:02: データベースの成長 
• テンパスのデータベースは過去数年間で 50 倍に成長。 
• 770 万の患者データを収集し、匿名化して解析。 
• 製薬会社がデータを活用し、新薬の開発を効率化。 

27:02 - 30:02: 臨床試験の効率化 
• AI を活用して臨床試験のプロセスを効率化し、リアルタイムで患者をスクリーニン

グ。 
• プロセスを 14 日に短縮し、患者に迅速な治療オプションを提供。 

30:02 - 33:00: 遺伝子検査と治療オプション 
• 遺伝子検査を通じて患者ごとに最適な治療オプションを提示。 
• 新しい検査方法や技術を導入し、早期段階で疾患をモニタリング。 

33:00 - 36:06: テンパスのビジネスモデル 
• データ収集と解析によるビジネスモデルを展開。 
• 製薬会社や研究機関にデータを提供し、新薬の開発を支援。 

36:06 - 40:04: 日本での展開 
• 日本の医療機関と連携し、テンパスのプラットフォームを導入。 
• 遺伝子検査を早期に行うことの重要性を強調し、アメリカと同様の水準に引き上げ

る計画。 
40:04 - 45:14: AI と医療の未来 

• AI の進化が医療に与える影響について。 
• AI の計算能力が急速に向上していることを説明し、今後の進展を予測。 

45:14 - 47:10: テンパスのビジョン 
• テンパスのビジョンと今後の計画について説明。 
• 日本での展開を加速し、医療の未来を切り拓く。 

47:10 - 52:17: テンパスとソフトバンクの提携 
• テンパスとソフトバンクの提携により、日本でのサービス展開を推進。 
• 遺伝子検査やデータ解析を通じて、日本の医療に貢献する。 

この要約は、ビデオとテンパスの CEO のコメント全体の詳細なポイントを示しています。
もしさらに特定の部分についての詳細が必要であれば、追加の詳細を提供できます。 
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中編文字起こし.docx 
ドキュメント 
ステップバイステップで要約してください。 
ChatGPT 
パネルディスカッション：ASI 時代におけるこれからのがん治療のあり方 
イントロダクション 
0:10-0:55 

• パネルディスカッション開始 
• モデレーターは医療ジャーナリストの森まどか氏 

パネリストの紹介 
1:24-3:05 

• がん研有明病院病院長の佐野武先生 
• 慶應義塾大学医学部外科学教授の北川雄光先生 
• 東京大学医学部ゲノム学分野教授の織田克利先生 
• 九州大学学研究院連携腫瘍学分野教授の馬場英司先生 
• 名古屋大学医学部附属病院化学療法部教授の安藤雄一先生 
• 京都大学医学部附属病院がんセンター長教授の武藤学先生（オンライン参加） 
• テンパス AI のライアンフクシマ氏 
• ソフトバンクグループの孫正義氏 

プレゼンテーションの感想 
4:20-5:52 

• 佐野先生：40 年前と比較し、がん治療の進歩に感動。今後の展望についても期待。 
• 北川先生：情報の活用が鍵。新しいテクノロジーに期待。 

ゲノム医療の重要性 
7:05-8:16 

• 織田先生：ゲノム医療の進展により、治療のエビデンスが増えることが重要。 
テンパス AI のデータ管理 
8:23-10:02 

• ライアン福島氏：データの整理と共通フォーマット化が重要。病院の負担を軽減し、
データ解析の結果を提供する。 

日本の医療システムの課題 
10:07-13:46 

• 武藤先生：ゲノム検査のタイミングと対象を早めることのメリットについて議論。
制度設計の改善が必要。 

治療戦略の選択 
13:46-15:29 

• 武藤先生：薬剤開発と他の治療法の組み合わせにより、より効果的な治療が可能に。 
データの共有と活用 



15:02-17:10 
• 北川先生：地域差やデータの共有が課題。データベースの統合が重要。 
• 織田先生：臨床試験の活性化とゲノム情報の活用が必要。 

日本とアメリカの医療データの違い 
18:03-21:18 

• 孫正義氏：アメリカのデータを日本で活用することの重要性。テンパス AI の技術で
日本の医療が進展する可能性。 

医療費とデータの重要性 
21:18-24:02 

• ライアン福島氏：保険カバーとデータ解析の重要性。日本の病院でもデータを統合
して活用することが可能。 

医療の未来 
24:02-30:00 

• 佐野先生：AI とアダプターのシステムにより、日本の患者も積極的に参加すること
が期待される。 

• 武藤先生：ゲノム医療がどの病院でもできるようになることが重要。 
最後に 
30:00-42:09 

• 孫正義氏：父親を癌で失った経験から、一人でも多くの命を救うことが重要と強調。
テンパス AI の技術が日本の医療に与える影響について。 

以上、要約のステップバイステップガイドです。各セクションでの重要な議論点と発言者を
分かりやすくまとめました。 
4o 
 
日本の医療システムの課題を詳しく 
ChatGPT 
日本の医療システムの課題詳細 
ゲノム検査の現状と課題 
ゲノム検査のタイミングと対象の問題 

• 現在の状況: 日本では、がん治療においてゲノム検査が行われるタイミングが遅い。
標準治療がすべて終わった後、体力的に厳しい状態になってから検査が行われるこ
とが多い。 

• 理想的なタイミング: アメリカでは、がんと診断された時点でゲノム検査が行われ、
適切な治療法を早期に提供するシステムが整っている。このため、患者の負担が少
なく、治療効果も高い。 

• 武藤先生の指摘: 日本の制度設計が遅れており、早期に検査を実施することで無駄
な治療を避け、医療費全体を削減する可能性がある。 

医療費と制度設計の問題 
• 費用の問題: ゲノム検査を早期に実施することで初期医療費が増える可能性がある

が、長期的には無駄な治療を省くことで医療費全体を削減できる。 
• 政策の課題: 日本では、医療政策として早期のゲノム検査の実施が進んでいない。



学会ベースで制度設計の改善を求めているが、なかなか実現していない。 
データの統合と活用の問題 
データの分散と統合の課題 

• 現在のデータ管理: 日本の医療データは病院ごとに分散しており、統合が難しい。
データを集めるための労力が大きく、リアルタイムでのデータ活用が進んでいない。 

• テンパス AI のアプローチ: テンパス AI は、異なる病院のデータを統合し、リアル
タイムで解析する技術を提供している。これにより、データ管理の負担を軽減し、
効率的な医療データの活用が可能になる。 

データ収集の労力とコストの問題 
• 現在の労力: 医療データを集めるための手間が大きく、特にエビデンスの少ないデ

ータの収集が困難。 
• テンパス AI の提案: AI とアダプターのシステムを利用することで、データ収集の手

間を減らし、より多くのデータを効率的に活用できるようになる。 
地域差とアクセスの問題 
医療アクセスの不均衡 

• 地域差: 地方の患者は、都心部に比べて最新の治療や臨床試験へのアクセスが難し
い。これが、治療の質に差を生じさせている。 

• 分散型臨床試験: テンパス AI のネットワークを活用することで、地方の患者も最新
の治療にアクセスできるようになる。これにより、医療の地域差が減少する可能性
がある。 

情報の共有と連携の不足 
• 現在の状況: 病院間での情報共有が進んでおらず、患者情報の連携が不足している。 
• テンパスス AI の役割: テンパスス AI は、病院間でのデータ共有を促進し、より効

率的な医療情報の管理と活用を実現する。 
まとめ 

• 日本の医療システムは、ゲノム検査のタイミングやデータ管理、地域差など多くの
課題を抱えている。 

• テンパス AI の技術を活用することで、これらの課題を解決し、より効率的で効果的
な医療システムを構築する可能性がある。 

• 早期のゲノム検査の実施やデータ統合の促進により、患者の治療効果を高め、医療
費を削減することが期待される。 

これらの課題に取り組むことで、日本の医療システムは大きな進展を遂げる可能性があり
ます。 
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医療の未来を詳しく 
ChatGPT 
医療の未来 
テクノロジーの進展と医療の革新 
ゲノム医療と個別化医療 

• ゲノム医療の進展: ゲノム解析技術の進歩により、患者の遺伝子情報を基にした個



別化医療が可能となっている。これにより、各患者に最適な治療法を提供すること
ができる。 

• 個別化医療のメリット: 患者ごとに異なる遺伝子変異を特定し、それに対応した治
療法を選択することで、治療効果を最大化し、副作用を最小限に抑えることができ
る。 

AI とビッグデータの活用 
• AI によるデータ解析: AI を活用して膨大な医療データを解析し、治療法の効果を予

測することが可能となる。これにより、医療の精度が向上し、迅速な診断と治療が
実現する。 

• ビッグデータの統合: テンパス AI のようなシステムを利用することで、異なる病院
からのデータを統合し、リアルタイムで利用することができる。これにより、最新
の治療法や臨床試験の情報を共有し、迅速に活用することが可能となる。 

遠隔医療とデジタルヘルス 
• 遠隔医療の普及: インターネットと通信技術の進展により、遠隔医療が普及しつつ

ある。これにより、地方や過疎地の患者も高品質な医療を受けることができる。 
• デジタルヘルスの発展: スマートフォンやウェアラブルデバイスを用いて、日常の

健康状態をモニタリングすることで、予防医療や早期発見が可能となる。 
日本の医療システムの改革と未来像 
医療費削減と効率化 

• 無駄な治療の削減: ゲノム解析と個別化医療の普及により、無駄な治療を削減し、
医療費の削減が期待される。 

• データ共有による効率化: 病院間でのデータ共有が進むことで、治療の重複や無駄
を減らし、医療の効率化が図られる。 

人材育成と教育の改革 
• データサイエンスの重要性: 医療従事者がデータサイエンスの知識を持つことが求

められている。これにより、AI やビッグデータを活用した治療法の選択が可能とな
る。 

• 継続的な教育: 新しい技術や治療法に対応するため、医療従事者の継続的な教育と
トレーニングが必要とされる。 

社会全体の健康意識の向上 
• 予防医療の重要性: 予防医療の普及により、生活習慣病や慢性疾患の発症を防ぐこ

とが重要視されている。 
• 健康データの活用: 個人の健康データを活用して、早期発見や予防策を講じること

で、健康寿命を延ばすことが期待される。 
グローバルな医療連携と協力 
国際的なデータ共有と研究 

• 国際的なデータ共有: 世界中の医療機関がデータを共有し、協力して研究を進める
ことで、治療法の開発が加速する。 

• グローバルな臨床試験: 国際的な臨床試験を実施することで、より多くの患者が新
しい治療法の恩恵を受けることができる。 

新興国への医療技術の普及 



• 技術の輸出: 先進国の医療技術を新興国に普及させることで、世界全体の健康水準
を向上させることができる。 

• 教育とトレーニング: 新興国の医療従事者に対する教育とトレーニングを強化し、
現地での医療技術の向上を図る。 

具体的なステップ 
1. ゲノム医療の普及 

• 早期検査の実施: がんと診断された初期段階でゲノム検査を実施し、最適な治療法
を選択。 

• 保険制度の見直し: ゲノム検査を早期に保険適用する制度設計の改善。 
2. データ統合と AI 活用 

• テンパス AI の導入: 病院間でのデータ統合を進め、リアルタイムでのデータ解析を
実現。 

• AI技術の活用: AIを用いて膨大な医療データを解析し、治療法の選択や予測を行う。 
3. 遠隔医療の推進 

• 通信インフラの整備: 遠隔医療を支えるための通信インフラの整備。 
• 遠隔診療の普及: 遠隔診療の普及を進め、地方や過疎地の医療アクセスを向上。 

4. 医療従事者の教育とトレーニング 
• データサイエンスの教育: 医療従事者に対するデータサイエンスの教育を強化。 
• 継続的なトレーニング: 新しい技術や治療法に対応するための継続的なトレーニン

グプログラムの実施。 
5. 予防医療の強化 

• 健康モニタリングの普及: スマートデバイスを活用した健康モニタリングの普及。 
• 予防策の啓発: 生活習慣病や慢性疾患の予防策を広く啓発し、実践を促進。 

6. 国際的な医療連携 
• データ共有の推進: 国際的なデータ共有を進め、グローバルな研究協力を強化。 
• 新興国への支援: 新興国の医療技術の向上を支援し、教育とトレーニングを提供。 

これらのステップを踏むことで、医療の未来はより明るく、効率的で、効果的なものになる
ことが期待されます。 
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後編文字起こし.docx 
ドキュメント 
ステップバイステップで要約してください、 
ChatGPT 
質疑応答セッションの要約 
フォトセッション 

1. 開始: すべてのパネルディスカッション参加者が参加。 
2. スチールカメラ: 参加者はカメラに目線を合わせ、笑顔を見せるよう指示。 
3. ムービーカメラ: 参加者はムービーカメラに目線を合わせるよう指示。 
4. 個別セッション: エリック CEO、ライアン COO、孫社長の 3 名でのフォトセッシ

ョン。 
質疑応答 

1. ビジネスニサジャパンの伊藤氏からの質問: 
o 質問 1: ソフトバンクの村会長への質問。今回の提携が遺伝子検査のみに関

わるのか。 
o 質問 2: テパ AI 側への質問。日本市場の有望性について。 

2. テパ AI からの回答: 
o 村会長: 今後議論を重ねるべき。 
o エリック CEO: 日本市場はゲノム情報が揃っており、医療の発展に大きな

可能性がある。 
3. フランスの新聞記者からの質問: 

o 孫社長への質問: ジョイントベンチャーの理由について。 
4. 孫社長の回答: 

o ジョイントベンチャーの設立: テパが既に IPO の準備をしており、ソフト
バンクは 200 ミリンドルを投資。 

5. NHKの名越氏からの質問: 
o 質問: 孫社長が 1 年以上ぶりに登場した理由について。 

6. 村社長の回答: 
o 強い思い: 人の命を守ることが最大の使命であり、メディカル分野の重要性

を強調。 
7. ブルンバーグニュースのMJ 氏からの質問: 

o 質問: ソフトバンクの投資戦略について。 
8. 孫社長の回答: 

o 投資戦略: ASI の実現に集中し、アームを中心に関連企業との連携を進める。 
9. 日本経済新聞の杉本氏からの質問: 

o 質問: 医療分野に注力する理由と、孫社長の個人的な思いについて。 
10. 孫社長の回答: 

o 強い思い: 14 年前からの理念に基づき、AI と医療の接点を活用する重要性



を強調。 
11. ファクタの宮島氏からの質問: 

o 質問: 日本のレギュレーションと、抵抗勢力についての見解。 
12. 孫社長の回答: 

o 有益な議論: 日本のがん患者のデータを活用し、迅速に医療の発展を進める
必要性を強調。 

終了 
• 記者会見の終了宣言と感謝の言葉。 

以上が質疑応答セッションのステップバイステップの要約です。 
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